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岩出市イメージキャラクター
そうへぃちゃん

「
第
２
次 

岩
出
市

　
　
　

長
期
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

（
２・３
ペ
ー
ジ
に
概
略
）

東北地方太平洋沖地震により被災された方々に対して、心よりご冥福とお見舞いを
申し上げますとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。
　被災地に対する支援として、３月１２日に那賀消防組合から救助工作車１台、救急
車１台、支援車１台、消防職員12名が緊急消防援助隊として出動しています。
　岩出市も、国・県等関係機関からの要請に対して積極的に支援してまいります。
　また、３月15日から市役所をはじめとする市内公共施設に義援金箱を設置して
います。市内で集まった義援金については、和歌山県等を通じて被災地に届けま
す。皆様方のご協力・ご支援をお願い申し上げます。

問い合わせ先　福祉課　℡62-2141（内線335）
　　　　　　　　社会福祉協議会　℡63-3246

市役所１階福祉課、市役所２階市長
公室、総合保健福祉センター、各地
区公民館（中央、岩出、山崎、紀泉
台、根来、桜台、上岩出、船山）、岩出
図書館、駅前ライブラリー、総合体
育館、民俗資料館

義援金箱設置施設（15カ所）
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【
総
合
計
画
と
は
】

　

岩
出
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
最
上
位
の
計
画
で

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
本
市
が
策
定
す

る
各
種
計
画
や
施
策
の
基
礎
と
な
り
、｢

基
本
構
想｣

と
｢

基
本
計
画｣

か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、｢

基
本
計
画｣

の
各
種
施
策
の
実
施
に
つ
い
て

は
、｢

実
施
計
画｣

を
策
定
し
、
事
業
の
運
用
管
理
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、｢

市
政
懇

談
会｣

、｢

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト｣

、
総
合
計
画
素

案
の｢

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト｣

の
募
集
な
ど
か
ら
意
見

を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団
体

な
ど
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
委
員
か
ら
構
成
す
る

｢

岩
出
市
長
期
総
合
計
画
審
議
会｣

に
お
い
て
審
議
い
た

だ
い
た
後
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
議
会
議
決
を
い
た

だ
き
、
策
定
し
ま
し
た
。

【
計
画
期
間
は
】

　

｢

基
本
構
想｣

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
お
お
む
ね
10
年
間
の
計
画
で
す
。

　

｢

基
本
計
画｣

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま

で
の
お
お
む
ね
５
年
間
の
計
画
で
す
。

　

｢

実
施
計
画｣

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
３
カ
年
計
画

で
、
毎
年
度
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
ま
ち
の
将
来
像
】

　

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

｢

市
民
の
立
場
・
目
線
で
の
あ
た
た
か
な
ま
ち
づ
く
り｣

、

｢

市
民
が
参
加
す
る
ひ
ら
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り｣

、｢

公

正
・
平
等
で
信
頼
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り｣

を
テ
ー
マ
に
、

市
民
・
地
域
と
の｢

対
話
と
協
調｣

の
も
と
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

と
し
て
、
ま
ち
の
将
来
像
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

○問い合わせ先
　市長公室　企画調整係　℡６２－２１４１(内線１１２)
　※｢第２次岩出市長期総合計画｣は、市役所市長公室、岩出図書館、駅前ライブラリー、各地区公民館
　　において閲覧できます。また、市ウェブサイトの市長公室のページからも閲覧できます。
　　（http://www.city.iwade.lg.jp/）

 「
第
２
次
岩
出
市
長
期
総
合
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

を
策
定
し
ま
し
た
。

“活力あふれるまち
　　ふれあいのまち” 
緑豊かな住環境と
　　歴史文化かおる健康都市
　　　　　　　　　　いわで
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【
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
】

　

ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
分
野
別
に
４
つ
の

ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
綱
ご
と

に
施
策
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

◇
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

◇
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◇
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

◇
元
気
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

【
将
来
人
口
】

　

和
歌
山
県
内
で
最
も
若
い
ま
ち
で
あ
る
本
市
に
お
い

て
も
人
口
減
少
時
代
の
波
に
逆
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
少
子
化
対
策
や
地
域
産
業

の
振
興
、
優
良
企
業
の
誘
致
な
ど
の
雇
用
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
将
来
人
口
を
次
の
と
お
り

と
し
ま
す
。

  

平
成
32
年
度
将
来
人
口

５
５
，
０
０
０
人

岩
出
市
市
勢
要
覧
／

第
２
次
長
期
総
合
計
画
概
要
版

を
本
紙
広
報
４
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑴市の風格のある
　　　　　　まちをつくる
　都市空間を創造します
⑵生活基盤の安定した　　
　　　　　まちをつくる
道路や上下水道など生活
基盤を整備します
⑶ゆとりとやすらぎのある
　　　　　　まちをつくる
公園の整備や緑化を進め
ます

⑷環境を守るまちをつくる
環境保全やごみの削減、
リサイクルなどに取り組
みます

⑸輝きのあるまちをつくる
地域資源を活かした観光
振興を進めます

⑴安全・安心の
　　　　　　まちをつくる
防災･消防･交通安全など
の安全で安心できるまち
づくりを進めます
⑵にぎわいのある
　　　　　　まちをつくる
農林業･商工業･サービス
業など産業の振興に取り
組みます

⑶ともに支え合う
　　　　　　まちをつくる
地域コミュニティの強化
とボランティア団体との
連携に努めます

⑴心豊かな人が育つ
　　　　　　まちをつくる
学校教育の充実と青少年の
健全育成に取り組みます

⑵生涯学習できる
　　　　　　まちをつくる
誰もが参加できる生涯学
習の充実に取り組みます

⑶歴史を守り文化を育む
　　　　　　まちをつくる
文化遺産と伝統文化の保
全に取り組みます

⑷多様な人が交流する
　　　　　　まちをつくる
国際化への教育の充実と
国際交流を進めます

⑸人権が尊重される
　　　　　　まちをつくる
市民一人ひとりの人権が
尊重される人権施策を進
めます

⑴いきいきと健康に暮らせる
　　　　　　まちをつくる
保健・医療サービスと国
保・年金を充実します

⑵充実して暮らせる
　　　　　　まちをつくる
　高齢者福祉を充実します
⑶自立と社会参画の
　　　　　　まちをつくる
　障がい者福祉を充実します
⑷産み育てることのできる
　　　　　　まちをつくる
　乳幼児福祉を充実します
⑸人にやさしい
　　　　　　まちをつくる
誰もが安心して生活がお
くれる福祉のまちをつく
ります

まちの将来像
活力あふれるまち  ふれあいのまち
緑豊かな住環境と歴史文化かおる健康都市  いわで

住んでよかったと
思えるまちづくり

安全で安心して
暮らせるまちづくり

笑顔あふれる
　　　まちづくり

元気で健康な
　　　まちづくり

施策体系

まちづくりの ４つの大綱
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○
設
置
期
限
迫
る
！

　

全
国
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
は
平
成
15
年
以
降
、
毎
年

１
０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
16
年
の
消

防
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
戸
建

住
宅
や
共
同
住
宅
な
ど
、
す
べ
て

の
住
宅
に
お
い
て
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
か

ら
、
既
存
住
宅
は
今
年
の
５
月
31

日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
最
大
の
死
因
は

　
　
　
　
「
逃
げ
遅
れ
」

　

平
成
21
年
に
全
国
で
発
生
し
た

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
死
亡
原

因
は
「
逃
げ
遅
れ
」
が
最
も
多
く
、

全
体
の
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
逃
げ
遅
れ
」
の
主
な
原
因
は
「
火

災
発
見
の
遅
れ
」
で
あ
り
、
住
宅

火
災
の
死
者
を
時
間
帯
別
に
見
る

と
、
特
に
午
後
10
時
か
ら
翌
朝
６

時
ま
で
の
睡
眠
時
間
帯
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

は
設
置
さ
れ
ま
し
た
か
？

5月31日までに
設置してください！

平成21年の住宅火災による死亡原因の割合

住宅火災による死者
（放火自殺者等を除く）

1,023人

※データの出典は
　「平成 22年版消防白書」総務省消防庁

逃げ遅れ
603人(58.9％）

その他
342人（33.4％）

出火後再進入
24人（2.4％）

着衣着火
54人（5.3％）
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○
ど
こ
で
買
え
る
の
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
機
は
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
量
販
店
な
ど

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格
は
機
能
に
よ
り
異
な
り
ま
す

が
、
安
い
も
の
で
は
２
０
０
０
円

〜
３
０
０
０
円
く
ら
い
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
品
質
を

保
証
す
る
も
の
に
、
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定
が
あ
り
ま
す
。
購

入
の
目
安
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
付
い
て
い
る

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

○
ど
こ
に
設
置

　
　

し
た
ら
い
い
の
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
原
則
と

し
て
、
寝
室
と
、
寝
室
が
あ
る
階

の
階
段
に
は
必
ず
設
置
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
煙

式
」
と
「
熱
式
」
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
火
災
の
発
生
を
初
期

段
階
で
検
出
で
き
る
「
煙
式
」
の

設
置
が
、
す
べ
て
の
設
置
場
所
に

お
い
て
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
「
熱
式
」
は
、
台
所
（
設
置
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
）
な
ど
火
災
以

外
の
煙
で
警
報
を
発
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
出
火
し
た
部
屋
以
外
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
連
動
し
て

火
災
を
知
ら
せ
る
タ
イ
プ
も
あ
り

ま
す
。

○
定
期
点
検
を
忘
れ
ず
に

　

テ
ス
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
き

ち
ん
と
警
報
機
が
鳴
る
か
、
感
知

部
が
汚
れ
て
い
な
い
か
な
ど
、
１

か
月
に
１
度
は
定
期
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
消
防
組
合

　
　
　
　
　

消
防
本
部
予
防
課

　

℡
61

１
７
９
４

悪
質
な
訪
問
販
売

　
　
　

に
注
意
！

　

不
適
正
な
価
格
に
よ
る
販

売
を
行
う
業
者
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
消
防
職
員
や
市

役
所
職
員
が
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
直
接
販
売
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
被

害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
岩
出
市
役
所
消
費
生
活
相
談

担
当
／
℡
62

２
１
４
１

（
内
線
１
１
４
）

・
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
／
℡
０
７
３

４
３
３

１
５
５
１

住宅用火災警報器の種類

煙 式 熱 式

※イラストの出典は「住宅用火災警報器PRハンドブック」㈶日本防火協会

　住宅用火災警報器には、

煙を感知する煙式のもの

と、熱を感知する熱式のも

のとがありますが、消防法

で設置が義務づけられてい

るのは煙式のものです。

※イラストの出典は「住宅用火災警報器PRハンドブック」㈶日本防火協会

住宅用火災警報器の設置例

台所など、大量の湯気や
煙が出るおそれのある場所
に設置する場合は、熱式
の住宅用火災警報器を
使用しましょう。

注　意

日常の喫煙で作動するよ
うなことはありませんが、
直接煙をかけるようなこ
とがあれば、誤作動の
原因となります。

注　意
寝室がある階の階段
にも設置する必要が
あります。

設置義務

住居内の寝室にあた
る部屋に設置する必
要があります。

設置義務
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第
10
回 

和
歌
山
県
市
町
村
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

岩
出
市
チ
ー
ム
７
位
入
賞
!!

　

2
月
13
日
㈰
に
開
催
さ
れ
た

「
第
10
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
」
に
お

い
て
、
岩
出
市
チ
ー
ム
は
、
1
時

間
13
分
06
秒
で
７
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、
選
手
一
人
ひ
と
り

が
目
標
を
持
ち
、
岩
出
市
代
表
選

手
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
ず
、
ゴ
ー
ル

へ
と
粘
り
強
く
タ
ス
キ
を

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
、
多

く
の
人
々
に
勇
気
と
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
こ

の
大
会
で
の
経
験
を
活
か

し
て
、
今
後
も
更
に
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

○
区
間
賞
に
輝
い
た
選
手

【
第
1
区　

第
２
位
】

　

寺
浦
晴
輝

　
　
　
（
岩
出
中
3
年
）

　
　
　
　
　
　

９
分
08
秒

【
第
10
区　

第
２
位
】

　

村
田　

昴

　
　
　
（
岩
出
二
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

９
分
42
秒

平成23年の区・自治会長会
会長、地区会長及び防犯自
治会役員が決まりました。
【区・自治会長会】
　会　長　上岩出地区
　　　　　水田朗善（中迫住友団地自治会）
　岩出地区　辻　優人（宮区）
　山崎地区　打越　進（吉田区）
　根来地区　與田　勉（堀口区）

【防犯自治会】
　会　長　上岩出地区
　　　　　水田朗善（中迫住友団地自治会）
　副会長　岩出地区　辻　優人（宮区）
　副会長　山崎地区　打越　進（吉田区）
　副会長　根来地区　與田　勉（堀口区）

【防犯自治会理事】
　富永兼次（清水区）　　
　里村臣重（中黒自治会）
　二越宏平（川尻木殿自治会）
　前田一義（西国分区）

【防犯自治会監事】
　宮本眞幸（赤垣内区）
　梅田勤二（東坂本区）

  

副
市
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か　

前ま
え　

　

温
あ
つ
み

　

春
暖
の
候
、
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
こ
と　

去
る
二
月
二
十
八
日
の
任
期
満
了
を
も
ち
ま
し
て
、
岩
出
市
副
市
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

在
職
中
は
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
厚
情
に
支
え
ら
れ
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
岩
出
市
が
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
と
し
て
、
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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NEWS IWADE

　　　岩出市巡回バスの
　　　コースを見直します

児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害者手当等の
手当額が改定されます

東巡回コース【新設】大町南停留所
西巡回コース【新設】さぎのせ公園停留所
西巡回コース【ルート延長】JR岩出駅まで
中央巡回コース【停留所名称変更】　
　　　　　　　　　旧〈中黒団地停留所〉
　　　　　　　　　新〈中黒北停留所〉
　紀の川コミュニティバス等への接続についても
考慮したものとなっております。
　新しい時刻表につきましては広報４月号と一緒
に全戸配布いたしております。お出かけの際は是
非、巡回バスをご利用ください。
○問い合わせ先
　地域公共交通協議会事務局（総務課内）
　℡６２―２１４１（内線１２６）

【高齢者叙勲】瑞宝双光章

人権擁護委員の委嘱（新任）
　次の方が新たに法務大臣から委嘱されました。

厚生労働省より、平成23年４月分から各種手当額が改定される通知がありましたのでお知らせします。

問い合わせ先／福祉課　児童福祉係・障がい福祉係　℡６２－２１４１（内線３３７・３２３）

土
と き

岐
ひろ

通
みち

（教育功労／元公立小学校長）

受章おめでとうございます

家
い え は ら

原　護
まもる

（原区）

4月1日
から

表  彰
（敬称略）

（平成22年度月額） （平成23年度月額）

児童扶養手当（全部支給） ４１,７２０円 ４１,５５０円

児童扶養手当（一部支給） ９,８５０円～４１,７１０円 ９,８１０円～４１,５４０円

障
害
各
種
手
当

特別児童扶養手当（１級） ５０,７５０円 ５０,５５０円

特別児童扶養手当（２級） ３３,８００円 ３３,６７０円

特別障害者手当 ２６,４４０円 ２６,３４０円

障害児福祉手当 １４,３８０円 １４,３３０円

福祉手当（経過措置分） １４,３８０円 １４,３３０円

小
・
中
学
校

　

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
お
子
さ
ま

の
小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
お
困

り
の
保
護
者
の
方
に
、
学
用
品
購

入
費
等
の
必
要
な
費
用
の
一
部
を

援
助
し
ま
す
。

○
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
就

学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
方
は
、
申
請
書
等
を
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

同
居
の
方
の
所
得
状
況
に
よ
り

援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

•
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方

•
障
害
者
、寡
婦
（
特
別
の
寡
婦
）

寡
夫
の
い
ず
れ
か
で
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
１
２
５
万
円
以

下
の
方

•
国
民
年
金
保
険
料
を
減
免
さ
れ

て
い
る
方

•
前
年
度
以
降
に
生
活
保
護
を
停

止
ま
た
は
廃
止
さ
れ
た
方

•
災
害
等
に
よ
り
市
民
税
・
個
人

事
業
税
・
固
定
資
産
税
の
い
ず

れ
か
を
減
免
さ
れ
た
方

•
岩
出
市
国
民
健
康
保
険
税
減
免

に
関
す
る
規
則
に
よ
り
減
免
さ

れ
た
方

○
詳
し
く
は
、
各
小
・
中
学
校
ま

た
は
教
育
総
務
課

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
３
）
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投票所・投票区域一覧表
投票区 投 票 所 の 名 称 及 び 住 所 区　　　　　　　　　　域
１ 岩出地区公民館（清水386-12） 大町・高塚・清水・宮
２ 山崎地区公民館（中黒52-2） 中黒・湯窪・金屋・畑毛（1～269・303～331）
３ 境谷集会所（境谷255） 境谷
４ 根来地区公民館（根来535-2） 根来（475～2278・2280～2366）・森・堀口・尼ケ辻
５ 押川集会所（押川133） 押川
６ 上岩出地区公民館（水栖199-3） 中迫（1～104・568～666）・水栖・野上野（35～546）
７ 船山地区公民館（山崎122） 船戸・山崎
８ 鴨沼集会所（吉田382-44） 吉田（68～445）
９ 山宮の浦自治会集会所（山508-30） 山（1～539）・相谷（120～212）
10 岩出市中央公民館（西野264） 西野・高瀬・備前・中島（864～918）・畑毛（270～302）
11 岩出市立市民総合体育館（荊本63-2） 曽屋（374～387・420～458）・川尻・荊本・中迫（105～567・667～708）
12 紀泉台地区公民館（紀泉台428） 原・西安上・紀泉台・安上
13 上岩出地区コミュニティセンター（北大池84-2） 北大池（1～333・354～489）・南大池・東坂本・新田広芝
14 岡田集会所（岡田463） 岡田・溝川（1～208・271～310）
15 岩出市総合保健福祉センター（金池92） 金池・赤垣内・波分・曽屋（1～373・388～419）
16 皆楽園在宅介護支援センター（西国分668） 溝川（209～270）・西国分
17 中島会館（中島137-3） 中島（1～863・919～1284）
18 サンホール（山719） 吉田（1～67）・山（540～1005）・相谷（1～119・213～630）
19 桜台地区公民館（桜台494） 根来（1～474・2279）・今中・桜台・野上野（1～34）・山田・北大池（334～353）

和
歌
山
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

　
 

投
票
日
は
、
４
月
10
日
㈰
で
す
。

◇
告
示
日　

４
月
１
日
㈮

◇
投
票
日　

４
月
10
日
㈰

◇
投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

　

た
だ
し
、
第
３
（
境
谷
）、
第
５
（
押
川
）

投
票
所
は
、
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

◎
投
票
で
き
る
方
は

　

満
20
歳
以
上
で
、
３
ヶ
月
以
上
岩
出
市
に
住

所
を
有
し
、
岩
出
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
に

岩
出
市
に
転
入
届
（
住
民
登
録
）
を
し
、
引
き

続
き
岩
出
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
で
す
。

◎
投
票
す
る
に
は

　

投
票
日
当
日
は
、
送
付
さ
れ
た
投
票
所
入
場

券
を
持
参
し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
入
場
券
が
届
か
な

い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
な
ど
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由
で
投
票
日
当
日
に

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
期
間　

４
月
２
日
㈯
〜
４
月
９
日
㈯

◇
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◇
場
所　

岩
出
市
役
所
１
階
第
１
会
議
室

◎
入
院
や
他
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は

　

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
等

を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
の
長
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　

他
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
は
、
滞
在

先
の
市
町
村
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
が
、

手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
早
め
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

次
の
①
又
は
②
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
等

に
よ
り
自
宅
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
障
害

の
程
度
が
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の

障
害
に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
２
級
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小

腸
の
障
害
に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
３
級
、
免

疫
、
肝
臓
の
障
害
に
あ
っ
て
は
１
級
か
ら
３

級
ま
で
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

②
交
付
を
受
け
た
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
、

要
介
護
５
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

　

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
し
よ

う
と
す
る
場
合
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
手
続
き
に
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
早
め
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
選
挙
公
報
は
新
聞
折
込
み
で
配
布
し
ま
す

　

選
挙
公
報
は
、
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
新

聞
折
込
み
で
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

各
公
共
施
設
に
も
用
意
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に

は
、
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【問い合わせ先】
税務課…………………………TEL.62-2141 ㈹
市民税係………………………内線 141 ～ 144
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

　固定資産税の対象となる家屋は、毎年１月１日現在に存在

する家屋であり、原則として所有している人に課税されます。

　年の途中に家屋を取り壊した場合は、翌年度から課税の対

象となりませんので、『建物滅失届』を提出してい
ただきますよう、お知らせいたします。

　詳しくは、税務課固定資産税係までお問い合わせください。

す

象
た

のお知らせ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧ができます
　納税者本人が自己の所有する土地・家屋の評価が適正
であるか判断できるよう、土地・家屋の評価額等を記載
した縦覧帳簿を見ることができます。ただし、縦覧帳
簿を複写して交付することはできません。
　　　　　　4月1日㈮～ 5月31日㈫
　　　　　 　（土・日・祝日は除きます。）
　　　　　　午前8時45分～午後5時30分
　　　　　　税務課　固定資産税係

固定資産税の納税者本人、又は本人からの委任を受
けた人（土地の納税者は土地について、家屋の納税者
は家屋について縦覧できます。）

　•本人確認のできる書類（運転免許証、健康保険証等）
　•印鑑
　※代理人の場合は上記に加え、本人からの委任状が必要です。
　　　　　　　無　料

固定資産税課税台帳の閲覧ができます
　納税義務者等が、固定資産税の課税内容を確認する
ため、１年間を通じて固定資産税課税台帳の閲覧をす
ることができます。

　•固定資産税の納税義務者
　•納税義務者から委任を受けた人
　•借地人・借家人

　•本人確認のできる書類（運転免許証、健康保険証等）
　•印鑑
※代理人の場合は本人からの委任状、借地人・借家人
の場合は権利の資格を確認できる書類が、上記に
加えて必要です。

　　　　　　　　200円
　　　　　　（ただし、縦覧期間中に限り無料となります。）
※平成23年度の固定資産税納税通知書は、5月中旬に
発送します。

平成23年度 市税等の納期一覧 平成23年度の市税等の納期は、下表のとおりです。
期日に遅れないようにお納めください。

納期の到来していない場合

であっても、事前に納付す

ることができます。

納　　　　　　　　　期
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
（
平
成
23
年
５
月
2
日
）

（
平
成
23
年
５
月
31
日
）

（
平
成
23
年
６
月
30
日
）

（
平
成
23
年
８
月
１
日
）

（
平
成
23
年
８
月
31
日
）

（
平
成
23
年
９
月
30
日
）

（
平
成
23
年
10
月
31
日
）

（
平
成
23
年
11
月
30
日
）

（
平
成
23
年
12
月
26
日
）

（
平
成
24
年
１
月
31
日
）

（
平
成
24
年
２
月
29
日
）

（
平
成
24
年
４
月
2
日
）

税　
　
　

目　
　
　

等

軽 自 動 車 税 全期

市 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期

固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期

国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期

後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

　閲覧ができる人
縦覧期間

縦覧場所

手　数　料

縦覧ができる人

縦覧に必要なもの

　閲覧に必要なもの

　手　数　料
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税務課からのお知らせ

障がい者のみなさまへ
平成23年度 軽自動車税減免申請は５月２日までです。

　身体障害者手帳・療育手帳などをお持ちの方で、
障害の程度が一定の範囲に当てはまる場合は、軽自
動車税が減免されます。
　また、すでに減免を受けている方で、今年度も引
き続き減免を受ける場合にも継続申請の必要があり
ます。

※減免の範囲や必要書類（印かん、身体障害者手帳
等、運転免許証、車検証の写しなど）について詳し
くは税務課市民税係までお問い合わせください。

納付が遅れると地方税法により【延滞金】が課せられます
　本税を納期限までに納付されない場合は、納期限の翌日から延滞金が課せられます。
　延滞金の計算は、原則として納期限の翌日から起算して完納する日までの期間に応じ、その未納の本税額
に、年率１４．６％（納期限後１か月の期間は、地方税法の規定により定められる率、【延滞金の計算方法】
内「α」の項目を参照）の割合を乗じて計算した額となりますので、納期限内の納付をお願いします。
【延滞金の計算方法】次の計算式により算出します。

α…納期限の翌日から１か月を経過する日までの期間の延滞金の割合で、平成２３年中は、４．３％です。
　　この割合は、前年１１月末日現在の日本銀行法第１５条第１項第１号の規定により定められる商業手当

の基準割引率（従来の公定歩合のことです。）に４％を加算した割合（上限７．３％）になります。
Ａ…納期限の翌日から１か月間の日数
Ｂ…納期限の翌日から納付した日までの日数
※滞納税額に１，０００円未満の端数がある場合は、その端数金額を切り捨てて計算します。
※算出した延滞金額に１００円未満の端数がある場合は、その端数金額を切り捨てます。
※算出した延滞金額が１，０００円未満である場合は、その全額を切り捨てます。

税金Ｑ＆Ａ：金融機関等の借金と税金について
（質問）自己破産しました。税金は納付しなければならないのですか？
【回答】金融機関等の借金は、自己破産等で整理できる可能性がありますが、税金は整理されることはありません。
　　　　納付することでしか解決しませんので、納税を後回しにすることのないよう納期限までに納付してください。
　　　　納付に困ったときは、早めに納税相談をおこなってください。

申請期間：平成23年 ４月１日㈮～平成23年 ５月２日㈪
申請場所：税務課  市民税係

（滞納税額×α×　　　　）＋（滞納税額×14.6％×　　　　）＝365日
A

365日
B－A 延滞金額

（24,000×　　　　×　　　　）＝87.6円　→　87円（a）365日
31日

100
4.3

1,400円

○市民税・県民税（普通徴収）の第１期分（納期限：平成23年6月30日）24,500円を滞納し、
　平成23年12月16日に納付を行った場合の計算方法
（１）７月１日～７月３１日までの３１日間の計算

（24,000×　　　　×　　　　）＝1,324.8円　→　1,324円（b）365日
138日

100
14.6

（２）８月１日～１２月１６日までの１３８日間の計算

（３）（ａ）＋（ｂ）＝1,411円
算出した延滞金額から100円未満の端数11円の切り捨てを行い

督促手数料や延滞金が発生しないよう納期限を守りましょう！
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保険年金課保険年金課
からのからのお知らせお知らせ
【問い合わせ先】
　保険年金課…………………TEL.62-2141 ㈹
　　国保・年金係……………内線 176・193
　　介護保険係………………内線 189・198
　　保健医療係………………内線 167・182

保険年金課からのお知らせ

  納 税 相 談
　病気・災害等の特別な事情により、国保税の納税が困難な
場合は、国保・年金係まで納税相談にお越しください。
　また、第２・第４木曜日（祝祭日は除く）は、午後８時まで納
税相談を実施していますので、仕事等の都合上、日中に国
保税の納付や納税相談が困難な方は、ぜひご利用ください。

４月の夜間納税相談日 14日㈭・28日㈭

国保税の納め忘れは
ありませんか

特定健診の案内を
対象者に郵送しており
ますのでご覧ください

「日帰り人間ドック事業」の　　
　　申込みは、６月１日からです

　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさ
んの健康を守るための相互扶助の制度です。国保税
は、この制度を健全に運営するためのもので、みな
さんに公平に負担をお願いしています。そのために
滞納が続いた場合には、次のような措置をとらせて
いただきます。
　災害その他特別の事情がないにもかかわらず、
納期限から一年を経過しても納付されない場合
は、「資格証明書」の交付を行ないます。

１、保険証が交付される場合と同様に国保税は、
課税されます。

２、医療費の全額を自費で支払うことになります。
後日申請に基づき国保から給付割合に応じて
払い戻しを受けることになります。ただし、
保険給付の全額又は一部を差し止めることが
あります。

○納付が困難な場合は、
保険年金課国保・年金係まで納税相談にお越し
ください。

　平成23年度の特定健診実施分については、３月末
頃に対象者全員（40歳から74歳までの岩出市国民健
康保険加入者）に受診券を同封の上、ご案内を通知
しております。

4月20日㈬ 期限厳守
　集団健診を希望の方は、同封のはがきで締切日まで
に必ず和歌山県国民健康保険団体連合会へお申し込み
ください。受診日時については後日、郵送にてご連絡
いたします。

　各種がん検診を集団健診で申し込まれた方は、特定健
診と同日に受診していただけるよう調整します。受診日
時については後日、郵送にてご連絡いたします。
　なお、集団健診（特定健診）の申し込み期限を過ぎ
ますと、がん検診と同日で受診することはできなくなり
ますので、ご了承ください。

　受診の際は、必ず前もって医療機関と日程の調整を
し、ご案内の通知に同封の受診券と国民健康保険証を
医療機関に提示して受診してください。

問い合わせ先　特定健診／保険年金課 国保係
　　　　　　　各種がん検診／保健推進課 ℡61-2400

糖尿病や高血圧などの生活習慣病の発症
と関わりがあるメタボリックシンドロー

ム（内臓脂肪症候群）に着目した生活習慣病予防を
目的とした健診で、生活習慣病とは、運動不足や食べ過ぎ、
喫煙といった生活習慣の積み重ねが引き起こす病気の総称で、
糖尿病、高血圧・高尿酸血症及び脂質異常症などが含まれます。

【対象者】満30歳以上の岩出市
国民健康保険加入者で国民健康
保険税を完納している世帯及び

納付誓約を交わし履行中の世帯。
※40歳以上75歳未満の方は、特
定健康診査（自己負担無料）
を優先的に受診してください。
詳しくは、広報いわで６月号に
掲載します。

定　員 80名
自己負担額 10,000円

　「資格証明書」の交付を受けると
集団健診（特定健診を総合保健福祉セ
ンターで受診）の申し込み締切日

集団健診と各種がん検診のセット検診
を希望される方

個別健診と各種がん検診のセット健診
を希望される方

【受診に関してのご注意】
●健診は集団か個別のどちらかの受診となります。
●現在ご加入の医療保険をご確認のうえ、受診してください。

特定健診は年に１度です。みなさんの
健康管理にお役立てください。

特定健診
とは
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保険年金課からのお知らせ

国民年金保険料の
『学生納付特例』制度は
毎年度申請が必要です

平成23年度の
　 国民年金保険料は

後期高齢者医療保険料
額決定通知書は７月中
旬に対象者全員に送付
します

後期高齢者医療保険料の
納め忘れはありませんか

　学生の方も20歳になると国民年金に加入し、保

険料を納めなければなりません。

　しかし、保険料を納めることが経済的に困難な場

合、在学期間中の保険料を猶予できる「学生納付特

例」制度があります。

　承認期間は、申請した年度の４月分から翌年の３

月分までです。

　毎年４月（または、20歳になった時）に、申請を行っ

て下さい。

　年金手帳、学生証または在学証明書（写し可）（同

居家族が代理申請する場合は、印鑑・運転免許証等

代理人の本人確認できるもの。）

※日本年金機構から「学生納付特例申請書（ハガキ）」

が送付された方は、必要事項を記入し返送して下

さい。（市役所での申請は必要ありません。）

　この申請をしないで、未納のまま放置していると、

将来の老齢基礎年金が受けられなくなったり、不慮

の事故等で障害が残った場合、障害基礎年金が受

け取れない場合がありますのでご注意ください

詳しくは、国保・年金係までお問い合わせください。

　国民年金保険料は、毎年改定され、平成23年度
の保険料については、月額１万５０２０円となって
います。
　毎月の保険料は、毎年４月上旬に日本年金機構か
ら送られてくる１年分の「納付書」により翌月の末
日までに納めてください。
　窓口は、金融機関（ゆうちょ銀行を含む）または
コンビニエンスストア、となっています。また、ほ
とんどの金融機関で口座振替が可能です。
　また、国民年金には、１年分・６ヶ月分など保険
料を前納すると割引になる制度があります。
　なお、保険料を納めることが経済的に困難な場
合、前年度の所得が基準以下であれば申請して承
認を受けると、保険料の納付を免除・猶予できる制
度があります。

詳しくは、国保・年金係までお問い合わせください。

　平成23年度後期高齢者医療保険料額決定通知
書は７月中旬に対象者全員に送付します。普通徴
収（窓口納付）の方には、併せて納付書を同封し
て送付します。
　なお、７月以降に75歳になる方には、誕生日
の翌月に納付書を送付いたします。年齢到達後、
すぐに年金天引きにはなりませんので、便利な口
座振替をお勧めします。

○問い合わせ先　保健医療係

納期限内に納めていただいていない方には、その
都度督促状を送付しています。
また、保険料額により納期限の翌日から納付日ま
での日数に応じて、延滞金が加算される場合もあ
ります。　
領収証書及び通帳等で再度確認をお願いします。
○問い合わせ先　保健医療係

　申請に必要なもの

月額１万5020円です
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保険年金課からのお知らせ

平成23年度介護保険料仮徴収のお知らせについて

シニアエクササイズ教室（12期生）受講生募集！
～みんなで楽しく元気に介護予防～

 特別徴収 （年金天引き）

　平成23年度介護保険料の仮徴収分は４月・６月・
８月の年金から天引きされます。
　介護保険料は市町村民税の課税状況等によって
その年度に納める金額が決まりますが、市町村民
税は６月に決定となるため、介護保険料の年額の
確定は６月中旬になります。そのため、４月・６月・
８月は確定した保険料での徴収ができませんので、

前年度の年額をもとにした仮の保険料での徴収と
なり、このことを仮徴収といいます。
　昨年度までは、仮徴収のお知らせを４月に送付
していましたが、今年度より廃止します。
　今年度より特別徴収（年金天引き）が開始され
る方については、仮徴収のお知らを送付します。
○問い合わせ先　介護保険係

　岩出市に住民登録されている65歳以上の要支援・要介護認定を受けていない元気な方を対象に、ステッ
プ台を使った運動や筋力アップを目指す運動教室を開催します。
　週１回の教室に加え、自宅でトレーニングを行い、３ヶ月間の効果を実感していただきます。
　教室参加者から「膝の痛みが改善された」（４期卒業生）、「仲間と一緒に運動でき嬉しい」（９期卒業生）
などの声も寄せられています。

※運動を伴う教室になりますので、かかりつけの医師による運動
可否の確認が必要になります。かかりつけ医にご相談ください。
運動不可の方は、介護予防教室の受講はできません。
○申し込み・問い合わせ先　　介護保険係

　日　　時／平成23年５月12日から７月28日までの毎週木曜日（12回）
　午　　前／10時から正午（昼食会を行う場合は午後１時頃まで）
　場　　所／岩出市総合保健福祉センター　２階トレーニングルーム
　内　　容／ステップ運動、イスやマットを使った簡単な筋力トレーニング等
　参 加 費／無料（昼食を注文する場合は別途必要）
　定　　員／20名（応募者多数の場合は先着順になります）
　受付期間／平成23年４月22日㈮まで
　　　　　　（ただし、土・日・祝日は除く）

仮徴収
４月 平成23年２月の保険料と同額が特別徴収（年金天引き）されます。

６月 前年度の年額をもとに仮徴収額（４月・６月・８月分）が年額の約半分となるよ
うに計算した額が特別徴収（年金天引き）されます。８月

本徴収
10月 ６月に決定した年額から仮徴収額を差し引いた額を３回に分けて特別徴収

（年金天引き）されます。
保険料段階が前年度から変わると本徴収で調整されるため、仮徴収と比べ金
額が変わる場合があります。

12月
２月
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生生活活環環境境
ののページページ
【問い合わせ先】
　生活環境課…………………TEL.62-2141 ㈹

（内線 185・186）
　クリーンセンター…………TEL.62-0814

　生活環境課では、地球の温暖化
を防止し、省エネを基本としたエ
コライフを推進するため、自治会
や団体の希望に応じて「地球温暖
化対策学習会」を開催しています。
　２月20日には、「生活環境連絡
協議会」の方を対象に学習会を開
催し、ビデオ上映や生活環境課職
員による講演により、地球温暖化
対策に関する理解を深めていただ
きました。
　希望がありましたら、自治会の
集会や団体の会議の際にこちらか
ら出向いて学習会を開催させてい
ただきます。詳しくは、生活環境
課まで問い合わせください。

地

球温
暖化対策

シリーズ  3５回目

地球温暖化対策
学習会

犬・猫の飼育は飼い主の責任と愛情で!!
◎犬は、つないで飼いましょう！
　○犬の放し飼いは、県条例で禁止されています。
　○散歩をさせるときも、必ず引き綱などでつなぎましょう。
◎鑑札、注射済票は必ず犬の首輪などに付けましょう！
○万が一の行方不明時に、「鑑札・注射済票」は迷い犬札にな
ります。

◎排便のしつけをしましょう！
○排便(尿)は専用トイレ等、決まった場所でさせましょう。(自
宅で済ませてから散歩をしましょう)

　○散歩中に「ふん」をした時は、必ず持ち帰りましょう。
◎鳴き声、悪臭を出さないようにしましょう！
　○犬のつなぐ場所を考え、迷惑をかけないように飼いましょう。
　○飼っている場所を清潔にしましょう。
○最近、飼い主のわからない猫に庭や家屋を排泄物で汚され
た、鳴き声がうるさい等の苦情が増えています。責任をもっ
て、他人に迷惑のかからないように飼いましょう。

　生活雑排水（台所、洗濯、風呂等の排水）による公共用水域の水
質汚濁を防止し、生活環境の保全と公衆衛生の向上を図るため、
生活排水と、し尿を併せて処理する合併処理浄化槽を設置される
方に補助金を交付します。
応募期間 平成23年４月11日㈪から５月31日㈫まで

浄化槽設置整備事業補助金を
ご利用ください！

補助金額 •５人槽 ３３２，０００円
•６～７人槽 ４１１，０００円
•８～50人槽 ５１９，０００円

応募条件
•平成23年４月１日から平成　24年３月31日までの間に設置
される方。（浄化槽を埋設するときは、機種及び人槽を確認
するため市の立会が必要となります。）

•申請者は、岩出市に住民登録をされている方又は浄化槽設置
後速やかに住民登録をされる方。

•建築基準法第六条第一項に基づく確認又は浄化槽法第五条第一
項に基づく設置の届出の審査を受けずに、浄化槽を設置する者
•補助事業の期間内（平成23年４月１日から平成24年３月31
日)に浄化槽を設置できない者。
•販売又は賃貸の目的で浄化槽付住宅(共同住宅を含む)を建築
する者。
•住宅を借りている者で、賃貸人の承諾が得られない者
•店舗付住宅等については、住宅部分の延べ面積が二分の一未
満の場合。
•市税を滞納している者。
•公共下水道事業認可区域内に浄化槽を設置する者。
　（区域の詳細は、生活環境課まで問い合わせください。）
そ の 他

応募者多数のときは、抽選になる場合があります。

　但し、次のいずれかに該当する場合は応募できません。
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生活環境のページ

クリーンセンターからお知らせ

４月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線 東側 地域 ４月６日・20日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線 西側 地域 ４月13日・27日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。
◉事業系ごみについては、土曜日は搬入できません。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証
等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様方のご理解と
ご協力をお願いいたします。

クリーンセンター内では、改修・修繕工事が行われていますので、通行には十分注意してください。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
また、搬入された一般廃棄物が事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図
による排出先の確認にご協力ください。

　岩出市が行っている資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」にはポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等
のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみとして排出
されないようにお願いします。

＊クリーンセンターには、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折して下さい。（交差点に注意）

　　
【ごみの搬入時間は】　

・月～金／午前 8時 30分～正午まで（午前中）
　　　　　　　　　　　　・土曜日／午前 8時 30分～午後３時まで

狂犬病予防接種は毎
年１回受けなければ
なりません。
　世界中で発生している狂犬病の国内での発
生を防止するため、狂犬病予防接種は、毎年
１回受けなければなりません。
　つきましては、平成23年度狂犬病の予防
接種の定期集合注射を次のとおり行います。
(次の日程で都合の悪い場合、お近くの動物
病院でも受けることができます。)

　生後91日以降の全ての犬は、必ず蓄犬登
録が必要です。　
　登録されていない方は、この機会に登録し
てくださいますよう併せてお願いします。

狂 犬 病 予 防 注 射 手 数 料 2 , 5 7 0 円
注 射 済 票 交 付 手 数 料 5 5 0 円
犬 の 新 規 登 録 手 数 料 3 , 0 0 0 円
合 計（ 犬 １ 頭 に つ き ） 6 , 1 2 0 円

蓄犬登録・狂犬病予防接種手数料

※ただし、狂犬病予防注射のみの場合　3,120 円

4 月４日㈪
山 崎 地 区 公 民 館 9:30 ～ 10:40
鴨 沼 団 地 集 会 所 11:00 ～ 12:00
紀 泉 台 地 区 公 民 館 13:30 ～ 15:00

4 月５日㈫
根 来 地 区 公 民 館 9:30 ～ 10:40
東 児 童 公 園（ 西 国 分 ） 11:00 ～ 12:00
上 岩 出 地 区 公 民 館 13:30 ～ 15:00

4 月６日㈬
岩出市民総合体育館 9:30 ～ 10:40
船 山 地 区 公 民 館 11:00 ～ 12:00
岩 出 地 区 公 民 館 13:30 ～ 15:00

集 合 注 射 日 程

新規畜犬登録
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◎この用紙を４月15日㈮までに、区・自治会等代表者に提出してください。

代表者控
区・自治会等代表者様 平成　　年　　月　　日

粗大ごみ収集依頼申出書
下記のとおり収集願います。

記

区・自治会等　　　　　　　　　　（　　班）

住　所　岩出市

氏　名　　　　　　　　　　　　　　㊞

（℡　　　－　　　　　　）

１．収集品目
　　　　　　⑴　家電製品　　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　内訳（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　　　　　⑵　家具類　　　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　⑶　自転車　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　　　　　　⑷　ふとん・カーペット類　　　　　　　　　　　枚

　　　　　　⑸　その他　　　　　　　　（品目を記入すること）

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　合計（　　　　　　　　）個

注）家電リサイクル法の対象品目〔テレビ（ブラウン管式、液晶、プラズマ）・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・
エアコン・衣類乾燥機〕、及びパソコンは、粗大ごみとして収集することはできません。

◎集積場所　　区・自治会等が指定した場所

切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い

切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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　平成23年度第１回粗大ごみ収集を５月中旬から６月上旬に実施します。
　ご希望される方は、右面収集依頼申出書に記入のうえ、４月15日（金）までに、区・自治会等代表者
に提出してください（個人宅収集はしません。）
　後日、代表者を通じて収集日のお知らせ及び貼付シールを配布いたします。
　なお、区・自治会等で指定された集積所に集められた粗大ごみを市が収集しますので、下記の事
項に注意して出してください（申出書は、市役所生活環境課にも置いてあります。また、市ウェブ
サイトからもダウンロードできます。ウェブサイトの「暮らし・手続き」をご覧ください）。

記
＊お 願 い
１．シールに排出者の氏名を記入し、粗大ごみに必ず貼付して出してください。シールの貼付のない
ものは収集しません。なお、前回までに配布したシールは使用できませんので、ご注意ください。

２．集積所付近への駐車や、収集の妨げとなるような物等は絶対に置かないようにしてください。また、
歩行者、自動車等交通の妨げや、危険（ごみの飛散及び倒壊）のないように注意して出してください。

３．大型ごみは、できるだけ小さくしてください。また、カーペット類、布団類等は紐などで束ね、
小物類は、透明のビニール袋にまとめて出してください。

４．ごみは収集日当日、午前８時までに指定された場所に出してください。
５．必ず、燃えるごみと燃えないごみに区分けして出してください。
６．事業系粗大ごみは収集しません。

＊家庭から出る粗大ごみで収集できない主なもの
　　（詳しくは、ごみ分別冊子「ごみの分け方・出し方」を参照ください。）
◎家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象品
　〔テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズマ）、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、エアコン、衣類乾燥機〕
◎単車、自動車等の部品（タイヤ、バッテリー、バンパー等）
◎農機具、農業に使用するもの(畦シート、ビニールハウスの部材、消毒用器材等)
◎爆発性のあるもの（ガスボンベ、消火器等）
◎引火性、有毒性のあるもの（薬品、灯油、ペンキ、油類等）
◎コンクリート製品類（コンクリート付物干し台、ブロック、レンガ、瓦、がれき等）
◎パソコン、建築廃材等の産業廃棄物、太陽熱温水器、電気温水器、ドラム缶、ピアノ、灰、燃え殻、
土砂、剪定等で生じた雑草・雑木類等

岩出市の粗大ごみ収集

粗大ごみで収集できないものについて
　年２回「一般家庭から出る適正処理困難廃棄物」として、有料で直接専門業者が回収する機会を設け
ます。詳しくは、広報６月号で回収日時、主な引き取り品目、処理費用等をお知らせします。
　ただし、家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）対象品〔テレビ（ブラウン管式・液晶・プラズ
マ）・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン、衣類乾燥機〕、及び、薬品・油類等、産業廃棄物については、
引き取ることができません。

問い合わせ先　生活環境課

切
り
取
っ
て
お
使
い
く
だ
さ
い
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【問い合わせ先】

総合保健福祉センター 保健推進課

℡61-2400
電話のかけ間違いにご注意ください。

保保健健推推進進だだよよりり乳幼児予防接種中止期間
　岩出市・紀の川市内の指定医療機関で受けていただいている
予防接種については、薬品管理のため４月１日㈮～４月４日㈪
までの期間が、予防接種中止期間となります。この期間は、予
防接種を受けることができません。４月５日㈫からは、通常通
り予防接種を受けることができます。
○問い合わせ先　保健推進課

　

３
月
６
日
㈰
、「
心
の
ふ
れ
あ

い
と
健
康
・
み
ん
な
で
笑
顔
」
を

テ
ー
マ
に
「
第
14
回
岩
出
市
民
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
と
「
第
19
回
公

民
館
フ
ェ
ア
ー
」
を
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
住
民
の
皆
様

に
地
域
福
祉
・
健
康
づ
く
り
へ
の

理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

こ
と
、
住
民
同
士
の
交
流
を
図
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

屋
内
で
は
、
那
賀
歯
科
医
師
会

に
よ
る
街
角
歯
科
健
診
や
那
賀
消

防
組
合
に
よ
る
応
急
手
当
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
防
災
グ
ッ
ズ
展
示

コ
ー
ナ
ー
、「
ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
！
地
球

温
暖
化
」
パ
ネ
ル
展
、
市
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
、差
別
を
な
く
す
啓
発
作
文
・

ポ
ス
タ
ー
展
、
男
女
共
同
参
画
推

進
員
に
よ
る
こ
ど
も
わ
い
わ
い
ひ

ろ
ば
、
母
子
保
健
推
進
員
の
活
動

Ｐ
Ｒ
や
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
遊
び

コ
ー
ナ
ー
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
食
事
の
大
切
さ
を
学
ぶ
コ
ー

ナ
ー
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
各
種
模
擬

店
が
並
び
、
３
，
４
５
０
人
の
親

子
連
れ
等
で
賑
わ
い
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
推
進
功
労
及

び
、
社
会
福
祉
事
業
等
に
寄
与
貢

献
さ
れ
ま
し
た
次
の
方
々
が
、
感

謝
状
・
表
彰
状
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

岩
出
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　

・
公
民
館
フ
ェ
ア
ー

　
　
　

〜
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
‼
〜

分　　類 氏　　名

母 子 保 健 推 進 員
中 野 子
岩 田 美予子
田 宮 ふみ子

食 生 活 改 善 推 進 員
北 出 美惠子
鍜 治 昭 子
福 田 百合子

市 長 感 謝
保健予防事業推進功労者

市社会福祉協議会々長表彰

団　体　名 氏　　名

民生委員児童委員協議会

川 公 造
中 谷 博 昭
岩 田 　 弘
竹 川 正 一

社会福祉事業奉仕者

団　体　名 氏　　名

老 人 ク ラ ブ 連 合 会 土 橋 正 義
遺 族 連 合 会 豊 田 隆 昭
身 体 障 害 者 連 盟 馬 谷 　 宏
母 子 寡 婦 福 祉 連 合 会 　 正 子
ボランティア連絡協議会 清 水 早
赤 十 字 奉 仕 団 小 田 千 鶴

社会福祉施設、団体等従事者

団　体　名 氏　　名

和歌山つくし医療・福祉センター 野 津 喜勢子

永年勤続功労者

表　　彰
（順不同・敬称略）

おめでとうございます
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平成23年 4月 平成23年 5月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
25日㈪

㍻22年12月生まれ
23日㈪

㍻ 23 年 1 月生まれ 13:00 ～ 13:15
総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

26日㈫ 24日㈫

7か月児
19日㈫

㍻ 22 年 9 月生まれ
17日㈫

㍻22年10月生まれ 13:00 ～ 13:15
20日㈬ 18日㈬

1歳8か月児
12日㈫

㍻ 21 年 8 月生まれ
10日㈫

㍻ 21 年 9 月生まれ 13:00 ～ 13:15
13日㈬ 11日㈬

3歳6か月児
8日㈮

㍻ 19 年 9 月生まれ
13日㈮

㍻19年10月生まれ 13:00 ～ 13:30
15日㈮ 20日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
12日㈫

㍻ 22 年 5 月生まれ
10日㈫

㍻ 22 年 6 月生まれ 9:00 ～ 9:30
13日㈬ 11日㈬

2歳6か月児
8日㈮

㍻ 20 年 9 月生まれ
13日㈮

㍻20年10月生まれ 9:00 ～ 9:30
15日㈮ 20日㈮

パパママ教室
（妊婦教室） 27日㈬

歯の健康ついて
妊娠中の食事について

25日㈬
妊婦体操
産後のうつ予防
新生児期の赤ちゃんについて

受付 9:45～10:00

（予約制）

栄
養
教
室

離乳食 18日㈪ 離乳食について 30日㈪ 離乳食について
受付 9:45～10:00
（予約制）

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談   9:30 ～ 11:00

予
防
接
種

ポリオ 30日㈪
31日㈫

【通知対象】
平成22.1.1～平成22.12.31生まれ

【対　　象】
平成22.12.31以前に生まれた方
～7歳6か月までの方で２回接種
していない方

13:00 ～ 14:30

特定健診
＋

がんセット検診
26日㈭
27日㈮

事前に申し込みをさ
れた方   8:30 ～ 10:00

献　　　血

9日㈯ ミレニアシティ  オークワ 14日㈯ ミレニアシティ  オークワ
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

一般献血（16～69歳）
65歳以上の方は、60～64歳の
ときに1回でも経験のある方

18日㈪ 極東化成（9:00～11:00）
那賀総合庁舎（13:00～16:00）

21日㈭ プライスカット

28日㈭ コーナン

保健事業予定表保健事業予定表
（平成23年４月、平成23年５月）

保健推進だより

月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） TEL

4　

月

3 日 北村歯科医院 紀の川市貴志川町北810 64-2194

10 日 中前歯科医院 岩出市金池442-4 63-1771

17 日 中西歯科医院 紀の川市打田169-2 78-2233

24 日 中嶋歯科医院 岩出市高塚225 63-1020

29 金 吉村歯科医院 紀の川市貴志川町長原248-8 64-8111

診療時間は、午前10時～正午までと
　　　　　　午後1時～4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話
が通じないときは消防署（℡61-1791）にお問い合わ
せください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療休日歯科診療

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

生
涯
学
習

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
開
講
式

　
「
難
病
に
つ
い
て
」

　

講
師
＝
吉
村　

由
里
子 

氏

▼
紀
泉
台
学
園

○
日
時　

４
月
11
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

○
日
時　

４
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

根
来
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

○
日
時　

４
月
18
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

○
日
時　

４
月
19
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

○
日
時　

４
月
26
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60

歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
４
）

広 

告医療法人 彌栄会

☎62-7777

中迫139
（那賀消防署東隣）

☎61-1551

中迫380
（那賀消防署奥）

やよいメディカルクリニック 介護老人保健施設 やよい苑
整形外科・リハビリテーション科・内科・糖尿病内科 （居宅介護支援事業所）

担当医　黒 山 哲 彌（理事長）
整形外科　リハビリテーション科 施設入所 ショートステイ

訪問リハビリ 通所リハビリ（デイケア）

訪問介護 訪問看護
内科　糖尿病内科
担当医　坂 頭 節 哉（院　長）

詳しくはホームページをご覧下さい　http://www.yaeikai.com

子
育
て

❖❖ 問い合わせ先 ❖❖

5
月
24
日
㈫

5
月
19
日
㈭

5
月
17
日
㈫

5
月
12
日
㈭

5
月
10
日
㈫

5
月
の
開
放
日

岩
出
保
育
所

上
岩
出
保
育
所

根
来
保
育
所

山
崎
北
保
育
所

山
崎
保
育
所

保
育
所
名

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

支
援
と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼

児
を
対
象
に
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
５
月
か
ら
３
月
ま
で
の

月
１
回
、
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週

間
前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間

と
し
ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、

印
鑑
と
お
や
つ
代
100
円
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
相
談
す
る
人
が
い
な

い
、
ま
た
子
育
て
に
自
信
が
な
い

等
悩
み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る

「保育所にあそびにきませんか！」

◦午前10時
　　受付・自由遊び・片付け

◦午前10時10分～10時50分
　　点呼・手遊び
　　テーマ遊び
　　（その月によってかわります）

◦午前10時50分～11時5分
　　休憩・自由遊び・片付け

◦午前11時10分～11時25分
　　おやつ・絵本・紙芝居を見る

保
育
所
に

遊
び
に
来
ま

せ
ん
か
！

j-camera
長方形
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ス
ポ
ー
ツ

暮らしの情報

第
21
回

岩
出
市
民
テ
ニ
ス
大
会

　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

○
日
時　

平
成
23
年
4
月
17
日
㈰

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

　

雨
天
時　

4
月
24
日
㈰

○
場
所　

根
来
総
合
運
動
広
場

　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
参
加
料　

1
組
１
５
０
０
円

○
申
込
締
切　

4
月
10
日
㈰

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会

　
　

末
永
（
℡
62

０
４
３
５
）

　
　

木
田
（
℡
62

１
８
１
９
）

第
９
回

岩
出
舞
踊
つ
ど
い
の
会

　
　
　
○
日
時　

平
成
23
年
４
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
後
０
時
30
分
開
演

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

○
内
容

新
舞
踊
を
は
じ
め
、
帯
舞
、
民

踊
、
中
国
舞
踊
を
楽
し
く
ご
覧

い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

○
入
場
無
料

※
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

大
勢
の
方
の
ご
来
場
を
出
演
者

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
62

７
３
７
４　

石
田
ま
で

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯

地
創
立
54
周
年
記
念
行
事

（
入
場
無
料
）

○
日
時　

４
月
24
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

○
場
所

　

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

　
（
和
泉
市
伯
太
町
官
有
地
）

○
内
容

観
閲
式
、
太
鼓
演
奏
、
装
備
品

展
示
、
体
験
試
乗
な
ど

○
問
い
合
わ
せ
先

　

陸
上
自
衛
隊

　

信
太
山
駐
屯
地
広
報
室

　

℡
０
７
２
５

41

０
０
９
０

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
０
４
）

日
曜
消
防
講
座

　
　
　
　
（
受
講
料
無
料
）

（
消
防
車
ふ
れ
あ
い
講
座
）

○
日
程

　

４
月
３
日
・
５
月
１
日

　

・
６
月
５
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
対
象
者　

幼
児
と
保
護
者

○
内
容

親
子
で
消
防
車
の
乗
車
体
験
な

ど
を
し
な
が
ら
火
災
予
防
を
学

び
ま
す
。

（
普
通
救
命
講
座
）

○
日
程

　

４
月
17
日
・
５
月
15
日

　

・
６
月
19
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

○
対
象
者　

中
学
生
以
上

○
内
容

救
命
に
必
要
な
技
術
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
す
。（
修
了
証
・
応

急
手
当
グ
ッ
ズ
進
呈
）

（
お
こ
の
み
講
座
）

○
日
程

　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
の

　

午
後
か
ら

○
内
容

受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て
、
各
種

の
防
災
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

○
開
催
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

　

℡
61

７
２
５
９

自
衛
官
等
募
集
説
明
会

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
次
の

と
お
り
平
成
23
年
度
一
般
幹
部
候

補
生
、
一
般
曹
候
補
生
の
募
集
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

●

防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学

校
、航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）、

看
護
学
生
（
看
護
士
）
等
に
も

興
味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
受
験
資
格
）

●

一
般
幹
部
候
補
生

22
歳
以
上
26
歳
未
満
（
大
学
院

卒
は
28
歳
未
満
）

●

一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

○
日
時　

４
月
17
日
㈰

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
の
間

○
場
所

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
Ｂ
会
議
室

予
約
不
要
、
随
時
受
付
・
説
明

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

和
歌
山
募
集
案
内
所

　

℡
０
７
３

４
３
２

４
４
７
９

行
政
相
談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

行
政
機
関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
日
時　

４
月
20
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

　

岩
出
地
区
公
民
館

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
９
）

消
費
生
活
相
談

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、

貸
金
業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど

の
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

①
４
月
12
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

　

中
央
公
民
館
第
１
会
議
室

②
４
月
26
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室

○
相
談
員

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
消
費
生
活
相

談
員
（
有
資
格
者
）

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
４
）

催　

し

講　

座

募　

集

相　

談
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人
権
相
談

〜
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま

ち
の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推

薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
岩
出

市
内
に
は
７
人
の
委
員
の
方
が
い

ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

４
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

地
震
防
災
に
関
す
る

　
　
　

啓
発
標
語
募
集

○
対
象
者

　

中
学
生
以
上

○
応
募
方
法

は
が
き
に
標
語
３
点
以
内
を
記

入
し
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
那
賀
消
防
本
部
へ

（
〒
６
４
９

６
２
１
５
岩
出

市
中
迫
１
５
４
）

○
締
切
日　

６
月
30
日
必
着

※
最
優
秀
賞
に
は
賞
状
と
副
賞

２
万
円
を
進
呈
。
そ
の
他
に
も

賞
が
あ
り
あ
ま
す
。

【
前
回
の
最
優
秀
作
品
】

「
防
災
は 

　
　

地
域
の
共
助
と
自
助
努
力
」

第
28
回
会
長
杯
争
奪
和
歌
山
県

　

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時

　

平
成
23
年
２
月
13
日
㈰

○
場
所

　

朝
来
小
学
校
体
育
館

〈
団
体
戦
〉

○
結
果

▽
男
子
の
部

優
勝　

角
直
弥
、
関
野
太
賀

　
　
　

宮
本
翔
央
、
関
野
竜
雅

　
　
　

門
田
和
真

▽
６
年
女
子
の
部

２
位　

長
田
実
咲
、
川
嶋
友
維

　
　
　

中
村
日
香
、
下
村
侑
未

▽
低
学
年
女
子
の
部

優
勝　

吉
村
た
か
ね
、
杉
山
陽
香

　
　
　

木
村
朱
里
、
内
匠
穂
華

　
〔
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
〕

第
28
回
会
長
杯
争
奪
和
歌
山
県

　

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時

　

平
成
23
年
２
月
５
日
㈯

○
場
所

　

湯
浅
中
学
校
体
育
館

〈
団
体
戦
〉

○
結
果

▽
女
子
の
部

２
位　

岩
出
市

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
（
山
本
幸
歩
、
宮
本
冴
香

　
　
　

福
岡
千
明
、
浦
上
莉
緒
）

３
位　

岩
出
市

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｄ

　
（
中
川
栞
奈
、
吉
村
奈
那
子

　
　
　
　

津
呂
美
影
、
湯
峯
優
）

　
〔
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
〕

Ｊ
Ａ
全
農
杯
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

小
学
生
８
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

那
賀
ブ
ッ
ロ
ク
予
選

○
日
時

　

平
成
23
年
１
月
23
日
㈰

○
場
所

　

桃
源
郷
運
動
公
園

○
結
果

優
勝　

岩
出
市
サ
ッ
カ
ー　
　
　

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

＊
県
大
会
出
場

お
知
ら
せ

大
会
結
果

●4月2日㈯又は、9日㈯　親子体験「ペットボトルで植物を育てよう」

●4月2日㈯～3日㈰　スミレ展、古典植物展　※即売有り
●4月9日㈯～10日㈰　野生ラン展　※即売有り
●4月16日㈯～17日㈰　春の洋ラン展　※即売有り
●4月29日㈮～5月1日㈰　古典植物展　※即売有り

※どちらか都合の良い日選択 

●4月1日㈮～3日㈰　春の園芸市

●4月9日㈯　箏の桜コンサート

●4月3日㈰　チェーンソー・カービングショー
※雨天の場合9日㈯に延期 

●4月10日㈰　岩出第二中学校吹奏楽部の春の演奏会
※雨天の場合17日㈰に延期

●4月17日㈰と、24日㈰　春の原色押花の作り方教室
※両日とも参加できる方

●4月24日㈰　春の観察会「春の見つけ方のいろは」

●4月3日㈰　チェーンソー・カービングに挑戦!! 
※雨天の場合は9日㈯に延期

 

※掲載出来ていないお知らせ内容もありますので、詳細等は事務所へお問い合わせください。
12日㈫、19日㈫、26日㈫　※５日㈫ 臨時開園します

●4月2日㈯又は、9日㈯ 親子体験「ペットボトルで植物を育てよう」

●4月2日㈯～3日㈰ スミレ展、古典植物展　※即売有り
●4月9日㈯～10日㈰　野生ラン展　※即売有り
●4月16日㈯～17日㈰ 春の洋ラン展　※即売有り
●4月29日㈮～5月1日㈰　古典植物展　※即売有り

※どちらか都合の良い日選択 

●4月1日㈮～3日㈰ 春の園芸市

●4月9日㈯ 箏の桜コンサート

●4月3日㈰ チェーンソー・カービングショー
※雨天の場合9日㈯に延期 

●4月10日㈰　岩出第二中学校吹奏楽部の春の演奏会
※雨天の場合17日㈰に延期

●4月17日㈰と、24日㈰　春の原色押花の作り方教室
※両日とも参加できる方

●4月24日㈰　春の観察会「春の見つけ方のいろは」

●4月3日㈰ チェーンソー・カービングに挑戦!!
※雨天の場合は9日㈯に延期

※掲載出来ていないお知らせ内容もありますので、詳細等は事務所へお問い合わせください。
12日㈫、19日㈫、26日㈫ ※５日㈫ 臨時開園します

わくわく
教　室

イベント
催し物
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山
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植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
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根来公園墓地 使用者募集中
「春の陽差しを感じて」

○春。ぜひこの季節に公園墓地にお立ち寄りください。
　春風に吹かれて木々の息吹を感じ、ゆったりとお過ごしください。
　静寂の空間に、きっとご満足いただけます。
問い合わせ先　岩出市役所 都市計画課  ℡62-2141（内線 223）

　現在、岩出市地域活動連絡協議会には12
の子ども会が加入しております。
　普段は別々に活動することが多い子ども
会同士の連携をとり、ドッジボール大会や
キャンプなどの事業を合同で開催していま
す。去年行われた県ドッジボール大会で、
岩出市代表で出場した『北大池グリーニー
ヒル子ども会』が優勝し、今年はさらに活
気があふれる年になります。
　地域に子ども会があって加入されていな
い場合や子ども会を結成したいという場合
は、事務局にお問い合わせください。
　また、協議会では子ども達に、イベント
やレクリエーションゲームでの指導などに
活躍してくれるジュニアリーダーを募集し
ています。岩出市内に在住の中学一年生か
ら高校三年生までの方で興味がある方も事
務局にお問い合わせください。

○問い合わせ先
　岩出市地域活動連絡協議会事務局
　（生涯学習課内）℡62-2141（内線294）

　公立那賀病院では、皆さんに病院で行っているがん診療
について広く関心を持っていただくために、「市民公開講
座」を開催いたします。
　多くの分野の専門家が、それぞれの視点からがん診療に
ついての各講座を行いますので、みなさまお誘いあわせの
うえ、お気軽にご参加ください。

4月9日㈯
午後１時30分～午後４時（予約不要）

紀の川市役所南館５階「ホール田園」

●午後１時35分～
　「がん診療連携拠点病院の役割」　
　　　　　　外科　副院長　森一成氏
●午後１時50分～
　「公立那賀病院のがん診療」
　　　　　　乳腺外科　科長　谷野裕一氏
●午後２時10分～
　「抗がん剤治療ってつらいの？
　　　　　～副作用とその付き合い方～」
　　がん化学療法看護認定看護師　市橋枝未子氏
●午後２時５０分～
　「キャンサーボード」（がん治療検討会）の実演

岩出市地域活動連絡
協議会（父母子ども会）
の紹介

公立那賀病院
「市民公開講座」開催（参加無料）

　上下水道事業は、お客さまからいただく料金で運営されており、公平
性を確保する責務に基づいて、料金をお支払いいただけないお客さまに
対しては、給水を停止することとなります。
　現在、上下水道料金が未納となっている方は、至急ご入金いただきま
すようお願い申し上げます。
　また、給水停止に至らない場合でも、裁判所を通じて支払督促申立を
実施しておりますのでご留意願います。
○納入相談・問い合わせ先／上下水道業務課上水道係
　　　　　　　　　　　　　℡62-2141（内線261・268）

上下水道料金の納め忘れはありませんか

　○問い合わせ先／公立那賀病院  医事課
　　　　　　　　　がん診療連携拠点病院運営事務局　℡７７－２０１９
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料理名 里芋スープグラタン
【材料】（４人分）
•里芋‥‥‥‥‥‥ 500g

（うちトッピング用200g）

•にんにく‥‥‥‥ １片

•玉ねぎ‥‥‥‥‥ ２個

•しめじ‥‥ 大袋入り１

•コンソメ（固型）‥ ２個

•水‥‥‥‥‥‥‥400㎖

•牛乳‥‥‥‥‥‥400㎖

•塩・コショウ ‥‥ 適量

•スライスチーズ

•サラダ油

【作り方】
①　油をひいた鍋で、玉ねぎがしんなりするまで炒

める。
　　　　　　　　　　↓
②　水、にんにく、里芋、コンソメを入れ、やわらか
くなるまで煮る。

　　　　　　　　　　↓
③　トッピング用の里芋を取り出し、残りの具はミ

キサーにかけ、ペースト状にする。
　　　　　　　　　　↓
④　ペースト状になったスープに牛乳を入れ、塩・

コショウで味をととのえる。
　　　　　　　　　　↓
⑤ 耐熱皿にスープとトッピング用の里芋を入れ、

チーズをのせオーブン200℃で10分焼く。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

岩出市生活研究グループ協議会

　岩出市交通少年団は、「地域の交
通リーダー」として交通事故にあ
わないように色々な活動を通じて
交通マナーの向上に努めています。
　活動は、白バイやヘリコプター
の見学や自転車の乗り方講習会、
市民運動会における街頭啓発など
警察の指導を受けながら一年間を
通じて行っています。
交通少年団は、岩出市に住んでい
る小学生で、交通安全活動に興味
のある原則４年生以上の人であれ
ば誰でも入団できます。
　新学期が始まれば、学校から募
集案内が配布される予定ですの
で、案内を見て応募してください。

○問い合わせ先
　総務課交通防犯係
　℡62-2141（内線131）

岩出市交通少年
団に入団しよう

　  岩出警察署からのお知らせ
岩出警察署 ℡63-0110

薬物乱用のない社会を

　　　　　　　　　覚せい剤など薬物に
　　　　　　　　　関する相談電話（専用）

０７３－４２５－４
白 い 粉

６１５

 1 薬物を乱用すると・・・

 2 薬物乱用の危険性・・・

 3 薬物に負けないために・・・

　覚せい剤などの薬物は、人間の精神や身体をボロボロにし、人
間が人間として生活を営むことができなくなるだけでなく死亡す
ることもあります。

　薬物の乱用による幻覚・妄想が殺人等の凶悪犯罪や交通事故を
引き起こすことがあるなど、本人のみならず周囲の人、さらには
社会全体に被害を及ぼしかねないものです。

　「一度だけ」という好奇心や遊びのつもりでも、薬物の依存性と
耐性によって乱用する量や回数はどんどん増えていくという悪循
環に陥り、自分の意思では止めることができなくなります。
　　覚せい剤等薬物に負けないために、周囲の人から誘われても、
勇気を持って断りましょう。
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差
別
を
な
く
す

人
権
作
文
入
選
作
品

優秀作品

世
界
の
子
ど
も
達

岩
出
小
学
校　

５
年　

古ふ
る
た
に谷　

有あ
り
さ咲　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）　

　

ア
フ
リ
カ
や
中
南
米
な
ど
に

は
、
戦
争
や
食
料
の
不
足
、
ま
ず

し
さ
で
困
っ
て
い
る
子
ど
も
達
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

病
気
や
戦
争
で
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
を
な
く
し
た
子
ど
も
も
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
ど
も
達
に
、
私
達
が

で
き
る
事
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
て

み
ま
し
た
。

　

日
本
み
た
い
に
、
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
学
校
に
行
け
る
の
は
、

世
界
で
は
逆
に
め
ず
ら
し
い
と
い

う
事
も
知
り
ま
し
た
。

　

学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
達

は
、
小
さ
く
て
も
一
生
け
ん
命
働

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一

日
に
三
回
、
遠
い
井
戸
ま
で
水
を

く
み
に
行
く
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

学
校
に
行
け
な
い
と
、
文
字
を

読
む
事
も
書
く
事
も
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
ま
ま
大
人
に
な
っ
て
も

仕
事
に
つ
く
の
が
難
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
日
本
に
住
む
私
達
は
、

毎
日
学
校
に
行
け
る
し
、
勉
強
も

遊
ぶ
事
も
思
い
き
り
で
き
ま
す
。

将
来
や
り
た
い
事
や
夢
も
た
く
さ

ん
も
つ
事
が
で
き
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
は
、
考
え
な
い
け
ど
そ

れ
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
前
に
、
テ
レ
ビ
で
見
た
け

ど
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
、
カ

カ
オ
の
農
園
で
は
、
小
さ
い
子
ど

も
が
た
く
さ
ん
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
子
ど
も
達
は
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
食
べ
た
事
が
な
い
と
い

う
事
で
す
。日
本
な
ど
の
国
で
は
、

か
ん
単
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
が

手
に
入
り
ま
す
。
だ
か
ら
す
ご
く

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
テ
レ
ビ
で
見
た
と
き
、

そ
の
子
ど
も
達
は
い
つ
も
笑
顔
で

し
た
。
そ
の
事
に
も
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
。
も
し
自
分
が
学
校
に
行

け
な
く
て
、
一
日
中
働
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
ど
ん
な

に
苦
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
達
を
助
け
よ
う

と
思
っ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。学
校
な
ど
で
は
、

ぼ
金
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
き

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ぼ
金
で
、
病

気
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
も
買
え
る

し
、
勉
強
す
る
た
め
の
え
ん
筆
や

ノ
ー
ト
を
買
う
事
も
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は

千
五
百
円
で
、
子
ど
も
三
人
が

一
ヶ
月
学
校
に
通
う
事
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
二
千
二
百
円
で

五
十
人
分
の
ノ
ー
ト
と
え
ん
筆
を

買
う
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

五
千
円
あ
れ
ば
、
二
百
人
の
子
ど

も
達
が
給
食
を
食
べ
る
事
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
事
を
聞
い
た
時
、
私
達
は

ふ
だ
ん
か
ら
、
も
っ
と
物
を
大
事
に

し
な
い
と
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
く
ら
ぼ
金
を
し
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
、ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
で
起
き
て
い
る
事
を
き
ち

ん
と
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

少
し
の
事
で
も
た
く
さ
ん
の
人

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
22
年
７
月
１
日
か
ら

９
月
３
日
ま
で
の
間
、
県
内
の
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
「
日

常
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
や
学

ん
だ
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

７
，
１
９
２
点
の
応
募
作
文
の
内
、
入
選
作
品
が
46
点
あ
り
ま
し
た
。

　

岩
出
市
か
ら
４
名
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
４
月
か
ら
４
回

に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

が
、
自
分
に
で
き
る
事
を
す
る
の

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
世
界
で
も
学
校

に
行
け
な
い
子
ど
も
達
や
、
働
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
子
ど
も
達

が
、
減
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
に
た
く
さ
ん
の
人
が
気
づ
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

耐震診断

問い合わせ先
岩出市役所 都市計画課
℡62-2141（内線 223～225）

※設計・改修に対しての
　補助制度もあります。
　くわしくはお問い合わ
　せください。

を受けませんか？無料で

新潟県中越沖地震

昭和56年5月31日
以前に建築された
木造住宅限定
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◎
小
学
生
３
㎞

•
男
子　

小
学
１
・
２
年
生
の
部

1
位　

石
井　

裕
真
（
田
辺
市
）

2
位　

由
良　

勇
人
（
御
坊
市
）

3
位　

前
北　

大
樹
（
岩
出
市
）

4
位　

松
下　
　

蓮
（
岩
出
市
）

5
位　

西
畑　

拓
郎
（
大
阪
府
）

6
位　

下
村　

佳
生（
和
歌
山
市
）

•
男
子　

小
学
３
・
４
年
生
の
部

1
位　

保
田　

義
直
（
岩
出
市
）

2
位　

越
野　

雄
太
（
兵
庫
県
）

3
位　

山
本　

優
樹
（
岩
出
市
）

4
位　

灘　
　

聡
太
（
岩
出
市
）

5
位　

原
田　

洋
旭
（
大
阪
府
）

6
位　

山
本　
　

盟
（
岩
出
市
）

•
男
子　

小
学
５
・
６
年
生
の
部

1
位　

前
久
保
雄
貴（
紀
美
野
町
）

2
位　

鹿
野　

晴
幹
（
大
阪
府
）

3
位　

谷　
　

和
也
（
大
阪
府
）

4
位　

樋
瀬　

光
稀（
紀
美
野
町
）

5
位　

石
田　

翔
大
（
岩
出
市
）

6
位　

野
間　

和
貴
（
岩
出
市
）

•
女
子　

小
学
１
・
２
年
生
の
部

1
位　

橋
本　

七
海
（
岩
出
市
）

2
位　

石
田　

万
琳
（
岩
出
市
）

3
位　

辻　
　

聖
菜
（
岩
出
市
）

4
位　

大
前　

虹
歌
（
海
南
市
）

5
位　

大
友
さ
く
ら
（
岩
出
市
）

6
位　

山
田　

祐
衣
（
岩
出
市
）

•
女
子　

小
学
３
・
４
年
生
の
部

1
位　

佐
藤　

安
彩
（
大
阪
府
）

2
位　

松
田　

鈴
音
（
大
阪
府
）

3
位　

山
根　

千
咲
（
岩
出
市
）

4
位　

石
田
安
梨
沙
（
岩
出
市
）

5
位　

冨
田
ひ
か
る
（
大
阪
府
）

6
位　

浜
中
梨
央
那
（
御
坊
市
）

•
女
子　

小
学
５
・
６
年
生
の
部

1
位　

杉
山　

智
美
（
岩
出
市
）

2
位　

佐
藤　

菜
穂
（
大
阪
府
）

3
位　

佐
々
木
美
幸
（
印
南
町
）

4
位　

長
田　

弥
侑
（
岩
出
市
）

5
位　

才
力
可
奈
子
（
岩
出
市
）

6
位　

山
田　

朱
里
（
岩
出
市
）

◎
一
般
５
㎞

•
男
子　

中
学
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

柯　
　

友
希（
和
歌
山
市
）

2
位　

奥
野　

雄
貴
（
海
南
市
）

3
位　

田
中　

悠
基（
和
歌
山
市
）

4
位　

浜
中　

啓
輔
（
御
坊
市
）

5
位　

橋
詰　

雄
大
（
海
南
市
）

6
位　

樋
瀬　

大
輝（
紀
美
野
町
）

•
男
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

酒
井　

浩
之
（
有
田
市
）

2
位　

山
根　

文
雄
（
大
阪
府
）

3
位　

山
田　

孝
之
（
大
阪
府
）

4
位　

英
賀　
　

敦
（
兵
庫
県
）

5
位　

山
田　

泰
幸
（
京
都
府
）

6
位　

吉
丸　

博
隆（
和
歌
山
市
）

•
男
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

出
口　

守
男
（
白
浜
町
）

2
位　

山
本　

秀
男
（
兵
庫
県
）

3
位　

殿
水　
　

稔
（
田
辺
市
）

4
位　

西
脇　

正
美
（
兵
庫
県
）

5
位　

中
川　
　

司
（
大
阪
府
）

6
位　

別
府　

俊
春
（
大
阪
府
）

•
女
子　

中
学
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

福
井　

菜
奈（
和
歌
山
市
）

2
位　

末
次　

百
圭（
和
歌
山
市
）

3
位　

松
原　

杏
奈
（
岩
出
市
）

4
位　

川
口　

智
衣（
紀
の
川
市
）

5
位　

清
水　

望
未（
和
歌
山
市
）

6
位　

児
嶋　

夏
実
（
有
田
市
）

•
女
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

田
中　

美
代
（
田
辺
市
）

2
位　

城
森
さ
お
り
（
岩
出
市
）

3
位　

山
口　

友
紀（
和
歌
山
市
）

4
位　

中
谷　

雅
子
（
岩
出
市
）

5
位　

川
端　

亜
貴
（
岩
出
市
）

6
位　

望
月
佳
津
子（
和
歌
山
市
）

•
女
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

森
下　

伸
子
（
大
阪
府
）

2
位　

更
井
ヤ
ス
代（
紀
の
川
市
）

3
位　

金
高　

則
子
（
大
阪
府
）

4
位　

藤
井
真
由
美（
和
歌
山
市
）

5
位　

坪
田　

和
子（
和
歌
山
市
）

6
位　

松
本
利
江
子
（
大
阪
府
）

◎
一
般
15
㎞

•
男
子　

高
校
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

萱
垣　

義
樹
（
愛
知
県
）

2
位　

舘
林　

洸
介
（
愛
知
県
）

3
位　

入
学　

遼
治
（
岩
出
市
）

4
位　

鈴
木　

健
太
（
愛
知
県
）

5
位　

林　
　

裕
貴
（
愛
知
県
）

6
位　

田
中　

好
古
（
岩
出
市
）

•
男
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

森
岡　
　

修（
和
歌
山
市
）

2
位　

南
川　

和
也（
和
歌
山
市
）

3
位　

小
牟
田
竜
一
（
大
阪
府
）

4
位　

浦
中　

利
光
（
高
野
町
）

5
位　

谷
河　
　

稔
（
奈
良
県
）

6
位　

前
部
屋
隆
規（
和
歌
山
市
）

•
男
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

木
下　

真
治
（
大
阪
府
）

2
位　

桝
本　

義
伸
（
奈
良
県
）

3
位　

森
田　

善
典
（
海
南
市
）

4
位　

前
田　

静
男
（
大
阪
府
）

5
位　

鳴
海　
　

平（
和
歌
山
市
）

6
位　

山
中　

彰
広（
紀
の
川
市
）

•
女
子　

高
校
生
〜
34
歳
の
部

1
位　

上
野　

永
理
（
大
阪
府
）

2
位　

岡
根
す
ず
か
（
大
阪
府
）

3
位　

徳
島　

菜
希
（
大
阪
府
）

4
位　

小
田　

雅
美
（
岩
出
市
）

5
位　

前
田　

美
季（
紀
の
川
市
）

6
位　

納
谷　

栞
梨
（
大
阪
府
）

•
女
子　

35
歳
〜
49
歳
の
部

1
位　

佐
藤
奈
緒
美
（
海
南
市
）

2
位　

辻
川
登
志
子
（
大
阪
府
）

3
位　

川
崎　

妙
子
（
岩
出
市
）

4
位　

佐
竹　

な
な
（
大
阪
府
）

5
位　

谷　
　

晴
美（
和
歌
山
市
）

6
位　

奥
野
早
知
子
（
大
阪
府
）

•
女
子　

50
歳
以
上
の
部

1
位　

松
村　

茂
里
（
御
坊
市
）

2
位　

河
内
せ
つ
子
（
大
阪
府
）

3
位　

津
本
ク
ミ
子（
有
田
川
町
）

4
位　

三
田
久
美
子（
和
歌
山
市
）

5
位　

平
野
由
美
子
（
大
阪
府
）

6
位　

草
田
満
喜
子（
か
つ
ら
ぎ
町
）

　

3
月
13
日
㈰
、
歓
迎
岩
出
市
誕
生
５
周
年
「
第
５
回
岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
，
７
０
９
名
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
当
日

は
２
，
４
２
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
早
春
の
根
来
路
を
快
走
し
ま
し
た
。

　

健
脚
を
競
い
合
う
各
種
目
で
の
熱
い
闘
い
が
演
じ
ら
れ
る
一
方
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
む
方
や
家
族
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
む
方
々
の

姿
も
今
大
会
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
で
の
各
種
目
別
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会
結
果



日時 ４月30日㈯
午前の部（アニメ）　午前10時30分～

※入場は無料です

※入場は無料です

協力／和歌山紙芝居研究会

（午前、午後の部、それぞれ先着100名）

●くじらぐも（11分）
●こねこのぴっち（31分）

午後の部　午後1時30分～

（日本語吹き替え・日本語字幕入り）
※長時間の上映になりますので、座布団など
　をご持参ください。

　展示している紙芝居の中から、ご要望に応じ、いつでも
実演します。あなたは、どんな紙芝居と出会えるかな？

●ダ･ヴィンチ･コード（149分）

場所 岩出図書館 大会議室

場所 岩出図書館 小会議室

岩出図書館利用カードの
確認作業にご協力ください

図書館DVD上映会

日時 ４月30日㈯　午前10時～午後3時
紙芝居実演コーナー

日時 4月23日㈯～5月8日㈰
場所 岩出図書館　児童展示コーナー

日本絵本賞受賞作品展

　４月２日から利用カードの登録内容の確認作業を行い
ます。カウンターに来られた際、順次職員からお声を掛
けさせていただきますので、その際はご協力をお願いし
ます。

　毎年日本で発行される新作絵本は、実に1,000作にも
のぼります。これらの絵本の中から、特にすぐれた絵本
に贈られるのが「日本絵本賞」。㈳全国学校図書館協議
会と毎日新聞社の主催によって、「絵本芸術の普及、絵
本読書の振興、絵本出版の発展に寄与する」ことを目的
に、平成７年に創設されました。「日本絵本賞大賞」「日
本絵本賞」「日本絵本賞翻訳絵本賞」のほか、読者の投
票による「日本絵本賞読者賞」も設けた特色のある賞で
す。岩出図書館では、所蔵する受賞作品を「こどもの読
書週間」に展示をします。

　昭和34年にはじまった、「こどもの読書週間」。もとも
とは5月1日～14日（こどもの日を含む２週間）でしたが、
2000年の「子ども読書年」を機に、現在の4月23日～ 5
月12日の約3週間に期間を延長。4月から５月にかけて
は、「国際子どもの本の日」・「サン・ジョルディの日」な
どの記念日・関連イベントも多く、また、2001年12月に
公布・施行の「子ども読書活動推進法」により4月23日
が「子ども読書の日」となった影響もあって、「こどもの
読書週間」は年々大きな盛り上がりを見せています。

対象者 平成23年3月31日までに利用者登録をされた方

ご持参いただくもの
・岩出図書館利用カード
・岩出市以外の市町村にお住まいで、岩出市内の事業所
　に勤務または学校等に在籍している方のみ、在勤・在
　学が確認できるもの（健康保険証、学生証など）

確認場所 岩出図書館・駅前ライブラリー
総合保健福祉センター図書室

場 所 岩出図書館  おはなし室

3日•10日
「おはなしドロップス

」 17日•24日
「おはなしのとびら」

おはなし会

午後1時30分～

４月の
毎週日曜日に

、

　　おはなし
会開催!!

2011年・第53回「こどもの読書週間」標語

友だち100冊つくるんだ

27 広報いわで　2011.4

本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館（根来1472番地の1）
TEL 62-7222　FAX 62-7150

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

４月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　 開館時間：岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　　　 岩出図書館を除く分館・分室：午前10時～午後６時30分

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

図書館へ行こう！
印は休館日です。☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。

☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りられます。



ラ フェスタ プリマヴェラ

春の根来路を
クラシックスポーツカーが
駆け抜ける！

　“La Festa Primavera” は近畿地方に点在する名所旧跡をク
ラシックスポーツカーに乗って巡るスタンプラリーです。
　今年の大会では、スタンプポイントの１番目が根来寺大
門前になります。４月16 日㈯の午後１時30 分～２時
30 分頃にクラシックスポーツカーの一団（約60 台）
が通過します。皆さんの熱い声援をお願いします。
（堺正章さん、 鈴木亜久里さん が参加予定）

La Festa Primavera 組織委員会
http://www.lafesta-primavera.com

スタンプ
ポイント

県
道
泉
佐
野
岩
出
線 ラ

ー
メ
ン
屋 国分屋

岩出図書館

広域農道

La Festa Primavera 2011は、４月16日㈯正午に大阪梅田スカイビルをスタートし
て、４日間かけて和歌山・三重・滋賀・京都・奈良の27カ所のスタンプポイントを
通過し、大阪城でゴールを迎えます。

【問い合わせ先】
市長公室　℡62-2141 (内線113)

広
報
い
わ
で　

編
集
・
発
行　

岩
出
市
役
所　

市
長
公
室
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w
w
.city.iw

ade.lg.jp/　
本
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市の人口と世帯（平成23年2月末日現在）　総人口53,026人　男25,636人　女27,390人　世帯数20,665


